
7月東京盆出荷向けの白色コギク新品種「常陸サニーバニラ」

［要約］

「常陸サニーバニラJは花色が白色で、 切花長が長く草丈が確保しやすい。 花膏数が・

多い頂点咲きで、 市場性評価が高い。 開花期は6月下旬から7月上旬で、 7月東京盆

向けの出荷が可能である。 電照効果はみられない。
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1 . 背景・ねらい

茨城県のコ ギ クは、 県内の切り花出荷品目では産出額が第 1位、 全国においても栽培

面積が第2位、 出荷量が第3位の地位にあり、 重要な花き品目となっている。 生産現場

からは県による品種育成の要望が高い。 そこで、 市場から求められている頂点咲きの草

姿で、 本県の主要作型 である物日出荷に対応できる県オリジナノレ品種を育成する。

2. 成果の内容・特徴

1）平成16年に「夏ひかりJ×「雪舟Jの組合せで交配し、 得られた実生23個体から選

抜した品種である（図1）。

2）花色はRHSカラーチャートのNN 155Cの白である。 開花時期は「雪舟」よりも早

い6月下旬から7月上旬で、 東京盆出荷が可能である。 切花長は「常陸サニーホワイ

トJ、「雪舟」よりも長く、 切花重は重い。節数および花膏数は「常陸サニーホワイト」、

「雪舟J よりも花径は「常陸サニーホワイ！ト」 よりも小さく「雪舟J並である。 フラ

ワーフォーメーションは「雪舟j並の頂点咲きである（図1、 表1）。

3）電照栽培による開花調節（7月作型）の効果は期待できない（表2）。

4）現地試験の評価は、 総合的に良～普通である。 切花長、 花色、 ボリューム、 フラワ

ーフォーメーションにおいて評価が高かった。 また先行品種「常陸サニーホワイト」

と比べてボリュームがあり、 花奮の着色がないことから優位性があるとの評価であっ

た。 全ての生産者から導入希望があった（表3）。

5 ） 市場性評価は、 ほ とん ど の項目で評価が高かった（ 表 4） 。

3 成果の活用面・留意点

1 ）平 成25年 4月1日に品 種登録を出願した（出願番号 第28074号）。

2）育成時の系統番号は「ひたち18号Jおよび「生研24号」である。

3）県内全域で栽培できるが、 表1の特性値は笠間市安居におけるものである。

4）種苗は、（公社）園芸し、ばらき振興協会がH26年 7月下旬～9月上旬に受注し、 1 0

月中旬～11 月下旬に県内配布予定である。
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図1 コギク「常陸サニーノ〈ニラJ

表1 コギク「常陸サニーノ〈ニラJの特性 （平成23年度、 生物工学研知芳）

品 種 花色
開花日

切花長 切1温 節数 分枝数 花膏数 花径
FF2l 

系統 白HS)
始一終

（但） (g) （節） （本 ） （輸 （αn) 
伺／日）

常樹二戸バニラ 自(NN155C) 6/27～7/2 91.8 73.6 32.0 9.4 40.0 4.1 2.0 

常陸作ーホ列ト 自制N155C) 6129～7/3 83.4 55.1 29.6 8.4 28.2 4.5 1.0 

雪舟 白(NN155C) 7/9～7/16 61.2 43.8 25.6 8.2 30.8 3.9 2.0 

1）胆王Sカラーチャートによる。2)フラワーフォーメーション（右図）

3）概観鹿：lQX必mの2条植えマノレチ栽培、施肥量N lkg-P20s lkg-K20 

lkg/a、窟値目3/31、摘心は定植1週間後、仕立て本教は1株3本

表2 「常陸サニーノ〈ニラJの電照栽培における生育制生の変化（平成25年度、園芸研究開

開花日悌一約 姉長（cm) : FFV 

電照

無電昭、

6庖8 (6/25ー7/4)

6/30 (6/26-7/5) 

113.8 

110.4 

37.8 

39.9 

1.3 

1.4 

キ 》h
1）フラワーフォーメーション（右図）

2）秒間酎腰：定植日3/26、電照開始は定植直後、 消灯は5/14.,

表3現地試験におけるコギク「常陸サニーバニラ」

の生産者矧面（平成23、24年度、園芸研究所〕

盤皇
． ．． 

表4 コギク「常陸サニーバニラJの市場性言朝団

（平成23年度、園芸研究所）
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益金萱
長ごぽ一一
・・・ l・・・

導入希望 l 有 ・・・・・・ l 無

＊ 生産三者1;1:...§達観評佐 一一｜一一一」－ J, ,,, _ _l_J_ 

5.試験課題名・試験期間・担当研究室
1）本県コギク活性化のためのプランド品種の育成・平成14～平成19年度・生物工学研究所果樹・花

き育種研究室

2）需要拡大のためのコギク新品種の育成・平成20年～平成24年度・生物工学研郷庁果樹・花き育種

研究室

3）新品種育成普及促進事業・平成20～平成24年度・生物工学研究所果樹・花き育種研究室

4）新品種育成普及促進事業・平成18年度～・園芸研究所・花き研究室


